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教員プロフィール 
 

 保育科 講師 

 

高 橋 沙 希 （たかはし さき） 

 

Takahashi Saki 
所属 保 育 科 

学位 修士（教育学）（東京大学） 

資格・免許 養護教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状（保健） 

高等学校教諭一種免許状（保健） 

学歴・職歴 ＜学歴＞ 

2013年３月 埼玉大学教育学部養護教諭養成課程 卒業 

2015年３月 東京大学大学院教育学研究科修士課程 修了 

2019年３月 東京大学大学院教育学研究科博士課程 単位取得後退学 

＜職歴＞ 

2015年４月 埼玉大学教育学部附属中学校 非常勤講師・養護教諭 

（2016年４月まで） 

2017年４月 国際学院埼玉短期大学 兼任講師（2019年 9月まで） 

2019年 10月 首都大学東京 兼任講師（2020年３月まで） 

2018年４月 東京大学大学院教育学研究科 特任研究員（現在に至る） 

担当科目 保育内容環境 教育方法論 インクルーシブ保育Ⅰ 

インクルーシブ保育Ⅱ 乳児保育Ⅰ 教職実践演習 保育実習指導Ⅰ（施設） 

保育実習指導Ⅲ 小学校教育実習指導 

小児保健学特論（専攻科） 保育学特論（専攻科） 

専門分野 教育学 

現在の研究テーマ 保育学・教育学における「養護」の歴史研究 

競争的資金等の 

研究課題 

戦後日本における養護教諭制度の歴史的研究 

（科学研究費 課題番号 20K22233 2020～2021年） 

所属学会 日本教育学会 日本学校保健学会 

メッセージ あっという間の短大生活です。本学で過ごせてよかったと思ってもらえるよ

うな２年間を一緒に作り上げていきたいと思っています。学内外で多くのこ

とを学んで、よりよい人生にしていきましょう。 
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教育 

2020年４月～2021年３月 

教育方針 想像し考える授業をつくる 

授
業 

授業の工夫 ＜保育職論＞オンライン授業 

一人ひとりが目指す保育職とは何か。得意なことのみならず、苦手なこ

とにも目を向けて、一人ひとりが自分と向き合うこと時間となるように

心がけた。また、実際の保育者による実践記録を課題として提示し、回

収した学生のコメントを、次回の授業の振り返りに活用した。コメント

の中に疑問や質問があった場合は次回の授業で丁寧にフォローし、内容

によっては次回の授業の中心的な課題として設定した。単にコメントを

読み上げるだけではなく、パワーポイントで活字として残るようにして

おき、他の学生のコメントをゆっくり振り返ることができるように工夫

した。学生の学力の定着を促すために、毎回、確認テストを実施し、学

生が自らの復習に活用できるように工夫した。 

＜小児保健学特論＞オンライン授業 

本講義が専攻科２年の開講科目であることに鑑み、子どもの健康に関す

る科目の４年間の集大成として授業を行った。初回の授業で、学生が学

習してきた子どもの健康に関する知識を確認し、不足している部分を補

いつつ、熟知している箇所についてはさらに深い学びとなるように工夫

した。もし自分の担任するクラスに病気の子どもがいたら、という設定

で子どもの慢性疾患に関するレポート課題を提示した。レポート課題に

取り組む際に、病気の説明だけでなく、子どもの精神的なケアも含めて

まとめてもらえるように指導した。また、エピペンの緊急使用に関する

デモンストレーションを行った。実際にエピペントレーナーを使用して、

緊急使用の方法を確認した。 

＜乳児保育Ⅰ＞ 

すでに保育所での実習を経験している学生に対する講義科目となるた

め、実習で困ったことやわからなかったことを学生から積極的に聞き取

り、授業を受けながら疑問を解決できるように努めた。また、乳児保育

にかけられている社会的な期待に対し、保育者が背負う使命についても

改めて考え、保育者の専門性を学べるように工夫した。本授業は、講義

であるが、乳児保育Ⅱにつなげられるように、適宜ビデオを用いて実際

の保育や子どもとのかかわり方を紹介した。毎回、コメントシートを書

いてもらい、学生の授業に対する考えや意見、疑問などを確認し、次回

の授業開始時に丁寧にフォローした。 

授業改善のため

の取組 

学生からのコメントシートを大切にし、授業について要望があれば、す

ぐに対応できるようにしている。学生に新しい知見を紹介できるように

研修会に参加している。 

（東京大学大学院教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センター

主催インクルーシブ教育公開研究会 第 10・12回参加） 
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教育（つづき） 

2020年４月～2021年３月（つづき） 

ゼ
ミ 

ゼミ活動 

（卒業演習） 

（修了研究） 

卒業レポートのテーマは学生が主体的に決定し、希望に沿えるように指

導を行っている。本格的な卒業レポートの執筆時期になると、ゼミをさ

らに少人数のグループに分け、集団指導を行っている。個人のレポート

テーマを集団の中でも共有し、お互いに切磋琢磨できる環境を提供して

いる。卒業レポートのみならず、就職の相談に応じながら、学生の進路

に対するサポートを行っている。 

卒業レポート・ 

修了研究テーマ 

＜卒業レポートテーマ＞ 

カナダと日本の保育環境－“エリア分け”コーナー保育－ 

幸福な国「フィンランド」について 

世界の貧しい国について 

おむつについて－歴史・布おむつ・インタビューから－ 

韓国の兵役について 

フィリピンの幼児教育－日本の保育との比較－ 

スウェーデンの保育について－充実した保育制度－ 

スウェーデンとノルウェーの教育 

育児ノイローゼについて－新聞記事の変化から－ 

戦前と戦後のインクルーシブ保育 

日本とスウェーデンの幼児教育の違い 

子どもたちとアニメ 

子どもが抱える病気－アトピー性皮膚炎について－ 

課
外
活
動 

なし 

 

 

 

2020年３月以前 

主
な
教
育
業
績 

なし 
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研究 

2020年４月～2021年３月 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（学術論文） 

国民学校令における「養護訓導」の成立過程 

―教育審議会の「体位」に関する審議に着目

して―（単著） 

2021年 3月 東京大学教育学研究科紀要第 60巻 

（学術論文）査読付 

保育における「共同」の可能性―アトム共同

保育所を手がかりにして―（単著） 

2020年 7月 東京大学大学院教育学研究科基礎教

育学研究室研究室紀要第 46号 

2020年３月以前（主なもの） 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（著 書） 

障害児の共生教育運動－養護学校義務化反

対をめぐる教育思想（共著） 

 ＜担当部分＞ 

第４章 「障害児」は存在しない！－が

っこの会による就学時健康診断反対闘争

（pp.75-94）を担当 

 

2019年 11月 

 

東京大学出版会 

（著 書） 

日本の海洋教育の原点－（戦後）理科編－

（共著） 

 ＜担当部分＞ 

第２章 小学校における海洋教育教材の

バリエーション（pp.47-55） 

第３章 中学校海洋教育教材のバリエー

ション（pp.56-65） 

第４章 小学校編 

第１節 学習指導要領改訂の要点 

（pp.68-75） 

第５章 中学校編 

第１節 学習指導要領改訂の要点 

（pp.92-99） 

 

2019年 3月 

 

一藝社 

（学術論文） 

インクルーシブ教育における実践的思想と

その技法－大阪市立大空小学校の教育実践

を手がかりとして－（共著） 

 

2016年 3月 

 

東京大学大学院教育学研究科紀要 

第 55号 
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研究（つづき） 

2020年３月以前（主なもの）（つづき） 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（学術論文）査読付 

戦前期における学校看護婦の成立過程－そ

の位置づけに着目して（単著） 

 

2015年 7月 

 

東京大学大学院教育学研究科基礎教

育学研究室・研究室紀要 第 41号 

（その他） 

インクルーシブ保育に関する研究動向 

（単著） 

 

2020年 3月 

 

東京大学大学院附属バリアフリー教

育開発研究センター活動報告 

第５号 

社会貢献 

 産官学連携、高大連携、研修会講師、学外委員会活動、学会活動、講演会、等 

2020年４月～2021年３月 

・山梨県児童館連絡協議会主催 放課後児童支援員認定資格研修会 講師 

・やまなし幼児教育センター 幼児教育アドバイザー 

・大学コンソーシアムやまなし学生交流部会 

2020年３月以前（主なもの） 

なし 

受賞 ※個人、所属団体 

なし 

 


